
・前期の決算概要および今期の業績見通しと、今般新たに策定いたしました当
社グループの中期経営計画についてご説明いたします。
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・はじめに、前期の決算概要についてご報告いたします。
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・前期の実績です。主に原材料・エネルギー価格、原料乳価格の上昇の影響で、
通期では大幅減益となりました。上期、下期で見ますと、特に上期は消費増税
や天候不順などの影響も加わりましたが、価格改定などコスト上昇への対応策
にタイムラグが生じたことが大幅減益の要因となりました。一方下期は、上期
の挽回を図ることはできませんでしたが、価格改定・容量変更、ローコストオ
ペレーション、販促費効率化などのコスト対策効果が徐々に追いつき、売上
高・利益とも、概ね前年水準には戻した結果となりました。

・また、ひとつ積み残した課題として、新商品の育成、強化という観点で、相
応のマーケティング費用を投下しながらも当初描いていた通りに成果を収める
ことができなかった点が挙げれらます。

・このような反省を今期以降の取組みに活かし、成長につなげてまいりたいと
思います。
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・単体での商品分野別・主要商品の売上実績はご覧とおりです。

・特にチーズの売上が好調でした。モッツァレラチーズを中心とした国産ナ
チュラルチーズなど全般的に好調に推移しております。

・また、チルドカップ飲料は、主力のマウントレーニアが順調に拡大し、売上
を伸ばしております。

・一方利益額拡大分野は減収となり、全体での減益要因となりました。
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・前期の経常利益ベースでの増減要因を示したものです。

・原材料・エネルギー価格の上昇、原料乳価格の上昇といったコストアップ要
因に対し、商品の価格改定やローコストオペレーションに取り組みましたが、
14年3月期の経常利益124億円に対し、実績が82億円と42億円の減益となりまし
た。内訳としては、増益要因が計63億円、減益要因が105億円となります。
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・続きまして、新たに策定いたしました森永乳業グループ中期経営計画につい
てご説明いたします。
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・まず、2013年度より取り組んでまいりました前中期経営計画の振り返りです。
特に利益面で当初計画していた数値と大きく乖離しており、本来であれば本年
度が最終年度でございましたが、計画の見直しを検討してまいりました。

・これまで当社グループでは期間3年の中期経営計画を策定し進めてまいりまし
た。このたび、過去の中期経営計画が未達に終わっているという反省を踏まえ、
中期経営計画とは、大きな環境変化を見据えた将来への成長の姿に立脚した計
画になっていることが重要であり、そのためには既存事業の延長線上ではない
大胆なリソース配分が必要であると考えております。その実現のためには、3年
スパンの計画では短く、今回は5年の計画を策定し取り組むこととしました。
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・当社グループの経営理念・経営ビジョンです。

・新中期経営計画でも引き続き、「乳の優れた力を基に新しい食文化を創出し、
人々の健康と豊かな社会づくりに貢献する」という経営理念のもと、ご覧の4つ
の経営ビジョンを掲げ、社会に貢献してまいります。
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・新中期経営計画では、「成長に向けた事業ドメインの再構築」「資産効率の
改善および合理化の推進」「経営基盤の強化」「社会への貢献」の4つを基本方
針としております。

・それぞれの方針については、後ほど詳しく説明いたします。
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・4つの基本方針の1つ目、事業ドメインの再構築にあたり、中長期的な主要課
題を整理しました。

・国内外を問わず、乳原料の需給や価格については、この先ますます厳しく
なっていくと予想しています。乳原料を確実に確保するとともに、今まで以上
に乳原料を有効活用し、付加価値の高い事業に注力をする必要があります。

・また、国内では少子高齢化の進行もあり、健康や栄養を求める意識がますま
す高まります。

・さらに、国内人口減少に加え、消費の多様化や二極化が進み、また、消費者
の嗜好においてもこれまで以上のスピードで変わっていくことが予想されます。
これら変化に確実な対応が必要となります。

・海外に目を向ければ、新興国の人口や所得の増加は、当社にとってチャンス
であります。成長拡大に対応し、グローバルでの競争優位を確立していく必要
があると考えます。

・これら4つを課題と捉えております。
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・4つの課題に対応し、事業ドメインを再構築します。

・次から4本の事業の柱についてご説明します。
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・はじめに、1つ目の柱として考えている、機能性・食品素材事業、ＢtoＢ事業
の強化についてご説明いたします。

・ＢtoＢ事業は、クリームなどのさまざまな乳原料商品を幅広い業態に提供す
る業務用食品、ビフィズス菌、ラクトフェリンや乳素材を提供する機能素材か
ら成り立ちます。

・当社は長年にわたり機能性素材の研究を続けてまいりました。また、乳業
メーカーならではの、さまざまな乳原料商品、乳素材を提案、提供してまいり
ました。そういった強みを融合させ、拡大市場での事業チャンスを確実につか
み、中長期の成長につなげていきたいと考えております。
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・具体的には、こちらの通りです。これら取組みを通じ、事業の拡大を図って
まいります。
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・2つ目の柱は、グローバル化の推進（国際事業）についてです。

・15年3月期の実績値には、ドイツ・ミライ社、輸出事業、アメリカでの豆腐の
製造販売事業が含まれています。輸出事業としては、ピノやマウントレーニア
の他に、ビフィズス菌やラクトフェリンなど、当社の強み・独自性を活かした
機能素材商品の輸出の拡大、販売拠点の確立を進めてまいります。

・この他、インドネシアでの調製粉乳、中国旺旺集団との提携事業などの拡大
を図ってまいります。
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・具体的な取り組みはこちらの通りです。それぞれ、スピードを上げて推進してまいりま
す。
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・3つ目の柱は、健康・栄養事業の育成です。健康・栄養事業とは、育児用調製
粉乳を中心とする栄養食品、サプリメントなどの通信販売、流動食を展開する
子会社クリニコの売上などが含まれます。

・人口動態の変化、健康志向の高まりによって生じる新たなニーズを捉え、か
ねて申し上げてきたアクティブライフ食品として、商品の開発、展開を促進し
てまいります。
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・当社の強みである病院チャネルだけでなく、在宅、通販、ドラッグストアチャネルでの
売り上げを拡大すべく、変化する消費者のニーズを捉え、新たな商品を開発し、展開し
てまいります。
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・最後、4つ目の柱は、既存事業（ＢtoＣ事業）の収益性の改善です。これまで、
当社の事業の中心として展開を続けておりますが、国内市場の少子高齢化、人
口減少の進行という課題に対応していかねばなりません。

・こうした環境下では、単に売上拡大を追い続けることが難しくなっていると
考えております。当中期経営計画においては、前中期経営計画で推し進めてま
いりました「強化育成分野」「利益額拡大分野」「利益率改善分野」という考
え方を活かしつつも、必ずしも売上を伸ばすことを主とするのではなく、品種
削減などの思い切った効率化を行い、収益性を改善してまいります。
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・独自性の高い商品や、市場拡大が見込める分野の商品に資源を集中し、全体
では収益性の改善に力点を置いていきます。
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・続いて、2つ目の基本方針である「資産効率の改善および合理化の推進」につ
いてです。これら5つに重点的に取り組みます。

・まず、コストアップ対策としては、自助努力に加え、価格改定や容量変更を
確実に進めてまいります。

・次に、生産体制の見直しですが、ここ数年にわたり、市乳事業を中心とした
工場再編を進めてまいりました。現在、具体的にお話できることはありません
が検討は進めております。

・同様に販売体制の見直しも進めてまいります。

・また、間接部門の業務については、具体的にはシェアードサービス化の活用
など、費用の削減を図ります。

・さらに遊休資産の扱いについても検討を進め、必要に応じて処分を行うなど、
資産効率の改善に努めてまいりたいと考えております。
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・3つ目の基本方針である「経営基盤の強化」に関しては、このような形で取り
組んでいくことを計画しております。

・特に、資金・財務面では、5年間で300億円のFCF（フリーキャッシュフロー）
を見込みます。これをもとに、既定の投資以外の設備投資についても必要に応
じた実施を行ってまいります。

・なお、株主還元については、配当政策において、安定配当を念頭に、利益目
標の達成度合いに応じた還元を考えております。
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4つ目の基本方針は「社会への貢献」です。

・当社グループの社会貢献活動をまとめました。

・当社独自のさまざまな取り組みを行っておりますが、引き続き継続的に取り
組みを進めてまいります。
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・以上ご説明した4つの基本方針を着実に実行し、2020年3月期には、売上高
6,400億円、経常利益230億円、当期純利益120億円、ROE8％の目標を達成してま
いります。
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・こちらは、5年間での経常利益増減の計画をまとめたものです。グループ一丸
となって計画達成に向けて取り組んでまいります。
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・続きまして、今期の業績見通しとポイントについてご説明いたします。
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・今期のポイントは、大きく分けて3点です。

・まず1点目に、独自性・付加価値の高い商品の拡売ですが、ギリシャヨーグル
トパルテノは今春より販売エリアを全国に拡大し、お陰さまで大変好調に推移
しております。現在フル生産の状態が続いており、今期大きく伸ばすことがで
きると考えております。

また、プレミルやドリンクヨーグルトなど、昨年新発売した商品の育成・拡
売にも取り組んでまいります。

海外事業展開として、ドイツ・ミライ社の設備投資を継続して進めておりま
す。また、中国旺旺集団によるヨーグルトの製造・販売も始まりました。中国
国内での森永乳業ブランドの認知拡大を図っております。

また、中計の4本の柱の一つである機能性・食品素材事業の強化に合わせ、7
月に組織を再編します。

・2点目は、原材料コスト上昇への取り組みです。商品の価格改定や容量変更を
順次実施しております。お客さまのご理解を得ながら着実に取り組んでまいり
ます。

・加えて、昨年より、社外取締役が1名経営に参画しておりますが、本年も新た
に1名就任予定です。社外の知見を最大限活かし、企業価値の向上に努めてまい
ります。
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・今期の業績見通しです。売上高6,000億円、経常利益110億円を計画していま
す。
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・事業・商品分野別の販売計画です。中期経営計画の4本の事業の柱に基づいた
分類となります。

・ＢtoＢ事業、国際事業、健康・栄養事業、ＢtoＣ事業、いずれも増収とする
計画を組んでおります。まずは、商品の価格改定や容量変更を着実に行い、新
たな成長に向け進めてまいります。
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・今期の経常利益ベースでの増減要因となります。

・前期に続き、原材料コストは原材料・エネルギー価格で40億円、原料乳価格
で30億円、合わせて70億円と大きく上昇しますが、商品の価格改定や容量変更
でコストアップ分を吸収し、加えて、プロダクトミックスの改善や製造経費の
合理化など、コスト削減の取組も継続してまいります。

・これらにより、前期差28億円の増益、110億円の経常利益を計画しています。
新たな中期経営計画の目標達成に向け、まずはこの利益水準は確実にクリアで
きるよう、グループ一丸となって取り組んでまいります。
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